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第６話「内乱の果てに」

１．目覚め

　マチルダが初めてシオンに出会ったのは、中学を卒業して士官学校に入学したばかりの、まだ１

５歳になったばかりの頃だった。

　当時シオンはまだ２１歳で曹長に昇格したばかりだったのだが、この士官学校の卒業生として訓

練兵たちに是非講演をしてくれと、校長に強く頼まれたとの事らしい。

　全校集会で恥ずかしそうに壇上に立った、軍服姿のシオンを見たマチルダは、どうせこの人もま

た他の教官たちと同じように、戦場に出るからには国の為に命を捨てる覚悟を持て、国王陛下の

御身の為に滅私奉公せよ・・・などといった下らない事を話すのではないかと思っていたのだが、

実際には違った。

　シオンがマチルダたち訓練兵に話したのは、戦場で敵の命を奪う事の「重さ」、武器を手にした

その瞬間から、今度は自分が誰かを傷つける立場になってしまうという事・・・そして何よりも自分の

命を絶対に粗末にするな・・・という事だった。

　とても穏やかな、しかし実際に戦場で数多くの戦果を残してきた者としての説得力のある言葉に、

マチルダは随分と感銘を受けた物だ。

　この頃からシオンの戦場での活躍は、新聞やニュースなどで以前から度々話題になるようになっ

てはいたのだが、当時のマチルダにとってシオンは、「こんな人がいるんだ」という程度の認識でし

か無かった。

　だが実際にシオンをその目で見て、講演でシオンの話を聞かされたマチルダは強く感動し、「こ

の人のようになりたい」と強く思うようになっていった。

　そして必死に訓練に励んだ結果、いつの間にか士官学校でマチルダに敵う者は誰もいなくなっ

てしまい・・・士官学校をトップの成績で卒業したマチルダは飛び級で上等兵として軍に入隊し、精

鋭を誇るシオン隊に入隊する事になった。

　シオンはさすがにマチルダの事は覚えていなかったようだが、それでもマチルダはシオンと同じ

隊に配属された事だけで凄く嬉しかった。

　そして訓練や任務でシオンと共に過ごし、その優しさと強さに触れる内に、いつの間にかマチル

ダはシオンへの恋心を強く自覚するようになっていた。

　こんな事をシオンに話したら怒られるだろうが、この人の為なら死んだって構わない・・・マチルダ

はそう強く思うようになっていたのだ。

　

　だがそれでもマチルダは非情な運命により、シオンから引き離される事になってしまう。

　洗脳され、暴走したスティレットの斬撃によって意識不明の重体になってしまい・・・シオンとアー

キテクトの応急処置のお陰で何とか一命は取り留めたが、マチルダが昏睡状態になっている間に、

シオンはスティレットを守る為にルクセリオ公国を裏切り、コーネリア共和国に亡命。

　この事件はルクセリオ公国だけに留まらず、世界中で大騒ぎになってしまう程のニュースになっ

てしまっていた。

　ルクセリオ公国でもテレビで特番が組まれ、新聞でも一面や社会面ででかでかと記事にされてし

まい、ネットでもシオンやスティレットに対する中傷で溢れてしまう事態になってしまったのだ。



　そんな大変な事になっているとも知らずに、マチルダは病院の一室で静かに目を覚ました。

　目覚めたマチルダが目にしたのは、病室の天井・・・そしてとても心配そうな表情で自分を見つめ

るミハルの泣きそうな顔。

　マチルダが目を覚ましたのを確認したミハルは、目から大粒の涙を流しながらマチルダに抱き着

いたのだった。

　「うえええええええええええええええん！！お姉ちゃあああああああああああああん！！」

　「ちょ、ちょっと、ミハル！？」

　「良かった・・・目を覚ましてくれて、本当に良かったよおおおおおおおおおおおお！！」

　

　余程マチルダの事が心配だったのだろう。自分の身体をしっかりと抱き締めるミハルの身体が震

えているのを、マチルダは敏感に感じ取っていた。

　自分が置かれている状況を理解出来ないでいたマチルダは、何とか必死に頭の中を整理し、意

識を失う前の記憶を何とか思い出そうと試みる。

　あの時、ゼピック村の跡地で、シオンは洗脳されたスティレットと交戦状態になり・・・シオンの呼

びかけで何とかスティレットは正気を取り戻したものの、その直後に暴走。

　狂乱状態になったスティレットの斬撃を受けて、マチルダは意識不明の重体になってしまった。

　その事を何とか思い出したマチルダは、ベッドから起き上がろうとしたのだが、直後に腹部に激

痛が走る。

　「くっ・・・！！」

　「駄目だよお姉ちゃん！！まだ安静にしてなきゃ！！お医者さんの話だとお姉ちゃん、ビーム

サーベルでお腹を刺されて、物凄い重傷だったらしいんだから！！」

　「・・・ねえ、ミハル・・・私、どれ位眠っていたの？」

　「今日でもう３日目だよ！！お姉ちゃん、３日間ずっと眠りっぱなしだったんだから！！」

　「３日って・・・ミハル、あんた学校は！？」

　「休学届を出してきたに決まってるでしょ！？お姉ちゃんが死にそうなのに、呑気に学校になん

か行ってられないよ！！」

　　

　とても心配そうな表情で、目から大粒の涙を流しながら、ミハルは再びベッドに横になったマチル

ダを見つめていた。

　時計を見ると、もうすぐ朝の９時になろうとしていた。窓の外からは暖かな太陽の光が、マチルダ

を優しく照らし出している。

　本来なら今頃は、ミハルは学校に行っている時間帯のはずだ。にも関わらず休学届を出してま

で、ミハルは３日間もマチルダの傍にいてくれていたのだ。

　ミハルは慌ててナースコールをして、マチルダが目を覚ました事を必死でマイク越しに看護師に

伝える。

　自分が死にそうになってしまった事で、ミハルには随分と心配をかけてしまったようだ。

　両親がいないのは農作業で忙しく、とてもマチルダの事を見ていられないからなのだろう。

　今は丁度収穫期で、農家にとっては目が回る程忙しい時期だ。いくら娘が重体だからといって、

それを理由に取引先に迷惑をかける訳にはいかないのだ。だからこそガイウスとイメルダは、ミハ

ルにマチルダの事を任せたに違いない。

　「・・・そうだミハル、シオン隊長は！？それに隊の皆は無事なの！？」



　マチルダは心配そうな表情でミハルに問いかけたのだが・・・ミハルはとても沈痛な表情で、マチ

ルダに何冊かの新聞や週刊誌を手渡したのだった。

　それらに書かれていたのは、スティレットたちを救うためにコーネリア共和国に亡命したシオンと、

そのシオンの裏切りの元凶となったスティレットへの、凄まじいまでの中傷記事だ。

　「・・・何なの・・・これ・・・！？」

　堕ちた英雄、国王陛下からの大恩を忘れた裏切り者、敵国の女の色仕掛けで腑抜けた浮気

者・・・どれもこれもシオンとスティレットのキスシーンの写真をでかでかと掲載し、見るに堪えない

中傷記事ばかり書かれている。

　シオンはこれまで『ルクセリオの英雄』として、数え切れない程の戦果を上げ続けてきた。シオン

がいなければ今頃この国はどうなっていた事か。どれだけ多くの犠牲を出していた事か。

　だからこそルクセリオ公国を裏切ってしまったシオンは、その事情や覚悟など関係無しに、激し

い批判の対象になってしまっているのだ。

　

　記事を読んだマチルダは何とか状況を理解したものの、シオンとスティレットへのあまりにも酷過

ぎる中傷記事に茫然としてしまっていた。

　そんなマチルダを見つめるミハルもまた、事実無根の内容も多数混じっている記事の内容を

すっかり信じてしまったのか、シオンへの失望を隠せないでいるようだ。

　「私、ちょっとシオンさんには幻滅させられちゃったかな。だってあのスティレットとかいう帝国の女

の子に色仕掛けされたんでしょう？」

　「ミハル、ちょっと待って！！実際に戦場にいなかったあんたは知らないでしょうけど、リーズヴェ

ルト少尉は帝国に洗脳されて、暴走して・・・！！」

　「だけど実際にシオンさんはコーネリア共和国に逃げ出したんだよ？死にそうなお姉ちゃんの事

を放り出して、あんな敵国の女の子なんかと一緒にさ。」

　「・・・それは・・・だけど・・・！！」

　シオン隊のメンバーとして、シオンと共に戦場で戦ってきたからこそ、マチルダには分かるのだ。

　シオンが自分たちを見捨ててコーネリア共和国に亡命したのは、何か深い事情があるのだと。

　少なくとも記事に書かれているような、スティレットの色仕掛けで腑抜けた、逃げ出したなんて事

は、シオンなら絶対に有り得ないはずなのだ。

　記事の内容や掲載されている写真を見た限りでは、スティレットが洗脳から解放されて正気に

戻ったのは間違いなさそうだ。それにゼピック村で記憶を取り戻したシオンは、過去にスティレット

と何らかの深い関りを持っていたようだった。

　きっとシオンはスティレットを守る為に、止むを得ずコーネリア共和国への亡命という選択をせざ

るを得なくなったのだろう。

　そしてシオンにとってスティレットは、それ程の存在だったという事なのだ。それは２人のキスシー

ンの写真を見れば充分に分かる事だ。

　「なんか今日の朝９時から、シオンさんたちが記者会見するとかいう話になってるんだけどさ。お

姉ちゃんたちを見捨てておいて、今更どんな言い訳をするつもりなんだか。」

　「朝９時って・・・あと２分しかないじゃない。」　

　マチルダがリモコンでテレビを付けると、どこのチャンネルでも番組の内容を変更して緊急特番

が組まれ、コーネリア共和国に亡命したシオンたちの記者会見を生放送しようと、会場に指定され



た城の大広間の様子を生中継で映し出していた。

　そしてスーツとネクタイで正装したシオンたち、そしてエミリアとマテリアが会場に現れた瞬間、世

界中から集まった記者たちの無数のカメラのフラッシュが、シオンたちに一斉に浴びせられる。

　それに動じる事無く、威風堂々と席に座り、真っすぐな瞳で記者たちを見据えるシオン。

　『・・・記者の皆さん、本日はお忙しい所をお集まり頂きまして、誠にありがとうございます。元ルク

セリオ公国騎士団、シオン・アルザード中尉です。』

　「・・・シオン隊長・・・。」

　『本日は大臣からの僕たちへの強い要望もあり、こうして記者会見という場を設けさせて頂きまし

た。僕たちがコーネリア共和国に亡命した理由を、帝国の非道を、その真実を世界中の皆さんに

知って貰う為に。』

　その記者会見の様子をテレビやインターネットを通じて、世界中の多くの人々が注目していた。

　ジークハルトも自室のパソコンの前で腕組みをしながら、シオンを温かい瞳で見守っている。

　『これから僕が話すのは、その全てが真実だという事を約束します・・・皆さんにお話しましょう。帝

国によって人生を狂わされたステラの苦しみと悲しみを・・・その真実を。』　

　

２．陰謀が渦巻く記者会見

　シオンはカメラのフラッシュを無数に浴びせられ続けながら、記者会見で全てを語った。

　５年前、グランザム帝国が開発中の新兵器が暴走し、ゼピック村を火の海にしてしまった事。

　その不祥事を世間から隠蔽する為に、帝国軍が村の人々を虐殺し、その全ての罪をルクセリオ

公国騎士団に擦り付けた事。

　そして殺される寸前だったスティレットをシオンが間一髪の所で救ったものの、当時のシオンの上

官だったハーケンによって無理矢理スティレットと引き離されてしまい、シオンは事故で、スティレッ

トはヴィクターの陰謀と政略により記憶を消され、互いに当時の事を忘れてしまっていた事。

　さらに戦いを拒絶したスティレットをヴィクターが無理矢理洗脳し、シオンとの殺し合いを強要した

事・・・その洗脳をシオンたちが辛うじて打ち破った事を。

　そして記憶を取り戻したスティレットと恋仲になった事、そのスティレットをアルフレッドが殺そうと

した事、スティレットを守る為にコーネリア共和国に亡命せざるを得なかった事・・・その全てをシオ

ンは一切の誇張表現無しに、何の嘘偽りのない真実を記者たちに話した。

　これまでヴィクターによって巧みに隠蔽されてきたシオンの話に、記者たちはさすがに動揺を隠

せずにいたものの、それでもシオンたちへの不満を顕わにする記者たちも多く存在するようだ。

　「・・・僕からの話は以上となります。ここまでで何か質問などはありますか？」

　シオンの言葉と同時に、多くの記者たちが一斉にシオンに対して挙手をする。

　「はい、では番号札２番の方。」

　「アルザード中尉に質問です。私はルクセリオ公国の記者の者なのですが・・・貴方は結果的に

我が国を、そして何よりも大恩ある国王陛下を裏切ってしまった事になりますよね！？」

　「はい。その事については何の言い訳もするつもりはありません。」

　「貴方は軍人でありながら身勝手な私情に流され、我が国を裏切り、沢山の人々を失望させたん



ですよ！？それについてはどう弁明するつもりなのか、中尉の今の気持ちを是非聞かせて貰えま

せんかねえ！？」

　怒気が込められた記者からの質問・・・その記者の怒りはきっと本物なのだろう。

　だがシオンは全く動じる事無く、今の気持ちを正直に記者に伝えた。

　「ルクセリオ公国の人々にも、そして陛下にもシオン隊の皆にも、僕は本当に申し訳なく思ってい

ます。ですが・・・」

　「だった貴方は今すぐにルクセリオ公国騎士団に復帰するべきでは・・・！！」

　「復帰するつもりはありません。僕はこの国に亡命した事を全く後悔していません。」

　「なっ・・・！？」

　シオンの何の迷いも無い威風堂々とした態度に記者はたじろき、カメラのフラッシュが盛大にシ

オンに浴びせられる。

　「先程もお話した通り、ステラたちがグランザム帝国への謀反を宣言し、ルクセリオ公国との戦闘

意思を無くしていたにも関わらず、アルフレッド大尉はステラたちを危険人物だからというだけで殺

そうとしました。」

　「それはそうでしょう！？彼女たちのせいで我が国がどれだけ甚大な被害を受けたのか、中尉も

よく御存知でしょう！？しかもリーズヴェルト少尉は味方の兵士までも大量虐殺したのですよ！？

それを危険人物と言わずして何と言いますか！？」

　「それが僕たちがこの国に亡命した理由です。貴方やアルフレッド大尉の様に、ステラたちに対

して怒りを露わにする人たちが、ルクセリオ公国には大勢いる事でしょう。だからこそ絶対中立、差

別根絶を掲げるこの国でなければ、とてもステラたちを守れない・・・そう僕は思ったんです。」

　裏切り者だと言われようが、身勝手だと罵られようが構わない。どれだけ罵声を浴びせられようと

も、そんな物はシオンは全て覚悟の上だ。

　その覚悟を世界中の人々に伝える為に、シオンはこうして記者会見に出席したのだから。

　そんなシオンの威風堂々とした姿を、シオンの隣の席に座るスティレットが、とても悲しそうな表情

で見つめている。

　自分たちを守る為に、英雄としての地位や名誉をかなぐり捨ててまで、こうして真っ向から批判を

浴びせられてまで、それでもシオンは自分たちを守ると言ってくれているのだ。

　そういう意味ではスティレットは、シオンがここまで中傷させられる事になってしまった元凶とも言

える。それはスティレットも充分に自覚していた。

　だからこそ、そんなシオンを、今度は自分が支えてあげないといけない・・・スティレットはその決

意を露わにしていた。

　「・・・リーズヴェルト少尉に質問です。私はグランザム帝国に所属する記者の者なのですが・・・

貴方は味方の兵士を、しかも命乞いをする者まで情け容赦なく虐殺しましたよね！？それについ

て少尉の今の気持ちを聞かせて頂けませんか！？」

　「いや、ちょっと待て！！貴君はシオンの話を聞いていなかったのか！？ステラは身勝手な理由

で帝国に家族も友人も全て殺されたのだぞ！？しかも無理矢理洗脳され、暴走して・・・！！」

　「私は少尉に聞いているのです！！オラトリオ大尉は黙っていてくれませんかね！？」

　怒りを露わにして立ち上がったアーキテクトを、記者が物凄い形相で怒鳴り返した。

　スティレットがグランザム帝国のせいで家族や友人を全て失った事も、洗脳されて無理矢理戦わ

されていた事も、その影響で精神的に不安定な状態にあり精神安定剤を服用している事も、全て



シオンが今話したばかりの事ではないか。

　それでも尚、こんなスティレットの心を傷つけるような、いやむしろ被害者であるはずのスティレッ

トを加害者扱いするかのような、心無い質問をするというのか。

　『売れる記事』を作る為に、ここまでスティレットを精神的に追い詰めようというのか。アーキテクト

は記者に対して怒りを隠せずにいた。

　反論しようとしたアーキテクトだったが、立ち上がったスティレットが右手で制する。

　「ステラ・・・！？」

　「・・・貴方は私の今の気持ちを正直に答えろ・・・そう仰いましたね？」

　「そうです！！貴方が虐殺した帝国軍の兵士たちや、そのご遺族の方たちに、貴方はどう詫びる

つもりなのか！！貴方はこれから一体どうやって罪を償っていくつもりなのでしょうかねえ！？」

　記者の質問に対して、スティレットは気持ちを落ち着かせる為に、ふうっ・・・と一呼吸入れた上

で・・・それでも真っすぐな瞳で記者を見据えながら、はっきりと告げた。

　「はあ？別に何とも思ってませんけど？何で私が謝罪なんかしないといけないんですか？」

　「・・・はああああああああああああああああああああ！？」

　スティレットの予想外の対応に、記者の誰もが驚きを隠せずに騒ぎ出してしまった。

　シオンもアーキテクトも、轟雷も迅雷も、呆気に取られた表情でスティレットを見つめている。

　

　「シオンさんからも説明されましたよね？私は保身に走った皇帝陛下の身勝手さのせいで、帝国

軍に家族や友人も、村の皆も全て殺されたんですよ？それなのに何で私が帝国の人たちに、謝

罪なんかしないといけないんですか？」

　「・・・い、いや、だけど貴方は命乞いをする兵士までも数多く殺して・・・！！」

　「そうですよね・・・誰だって死にたくなんかないですよね・・・！！だけどパパもママも・・・アスナ

ちゃんもアスカちゃんも・・・そんな言葉すら言えずに帝国軍に殺されたんですよ！？」

　怒りの形相で自分を睨み返すスティレットの怒気に、記者は思わず腰を抜かしてしまった。

　そんなスティレットに他の記者たちが、一斉にカメラのフラッシュを浴びせる。

　その容赦なく浴びせられるフラッシュに全く怯む事無く、スティレットは今の心情を嘘偽りなく、

はっきりと告げた。

　自分がグランザム帝国に抱いている怒りと憎しみを・・・その全てを。

　

　「村の皆の中にも、帝国軍に命乞いをした人だっていたはずでしょう！！死にたくない、助けてく

れって！！それでも帝国軍は村の皆を殺した！！自分たちが起こした事故を世間から隠蔽する

為だけに！！そんな帝国の人たちに、何で私が謝罪なんかしないといけないんですか！？」

　「し、しかし、貴方が殺した兵士たちのご遺族の心情は・・・」

　「そんなの私の知った事じゃないですよ！！私だって帝国に村の皆を殺されたんですよ！？し

かもシオンさんに救われてただ１人生き残った私の記憶を消して、戦争に勝つ為の道具として

扱った！！むしろ私が帝国の人たちに謝って欲しいくらいですよぉっ！！」

　大粒の涙を流しながらも記者を睨み付けるスティレットの肩を、慌てて立ち上がったシオンが

そっ・・・と優しく抱き寄せた。

　そもそもスティレットは、医者からは１週間は経過観察が必要で、心に余計な負担を掛けるなと言

われているのだ。

　それなのに、まだこの国に亡命してから３日しか経っていないのに、こうしてスティレットが記者会



見に出る事自体が、あまりにも無茶だったのではないか。

　大臣からの強い要望があったとはいえ、シオンは涙を流すスティレットの姿に心を痛めていた。

　「・・・ステラ、もういいから。君は何も悪くないから。」

　「私は帝国を許せない・・・その気持ちは洗脳が解けた今も変わっていません・・・！！私から全

てを奪った帝国の人たちを、私は絶対に許さない・・・！！」

　「ステラ・・・。」　

　「パパとママを・・・アスナちゃんとアスカちゃんを・・・村の皆を返してよぉっ！！」

　自分を抱き寄せるシオンの身体を、泣きながらぎゅっと抱き締めるスティレット。

　そんなスティレットの頭を優しく撫でながら、シオンは記者たちに向けて力強く宣言した。

　「皇帝ヴィクターのようにステラの事を利用してしまうようで、正直気が引けるのですが・・・皆さん、

これが真実なんです！！新聞や週刊誌では、ステラが帝国の兵士たちを大量虐殺した事ばかり

が強調されていますが、ステラもまた帝国に全てを奪われた被害者なんです！！」

　「しかし少尉が命乞いをする味方までも殺したのは事実なんですよ！？洗脳維持装置が暴走し

たからとか、そんな事でご遺族の皆さんが納得するとでも思っているのですか！？」

　「納得して貰おうなんて思わない！！ですがそんな事を言い出したら、きりが無いでしょう！？」

　身勝手な理由でスティレットから全てを奪っておきながら、戦争に勝つ為の道具として利用し、挙

句の果てに戦いを拒絶するスティレットを洗脳し、それが原因で暴走したスティレットが味方の兵

士を大量虐殺したら、そのスティレットを今度は罪に問おうとする。

　スティレットにしてみれば、確かにこんな理不尽な話は無いだろう。グランザム帝国を許せない、

遺族の怒りや悲しみなど知った事ではないと怒鳴り散らすのは当たり前だ。その心情をシオンは

充分に理解していた。

　「ステラを守りたい・・・その一心で僕はこの国に亡命しました。例え陛下や皆を裏切る事になって

しまったとしても、周囲から裏切り者だと蔑まれようとも、それでも僕は・・・っ！？」

　言いかけたシオンだったのだが、突然自分やスティレットに向けられた殺気を敏感に感じた。

　そしてシオンの耳に微かに届いた、銃の安全装置が外される音。

　次の瞬間・・・銃声が響いたのと、シオンがスティレットを抱きかかえて横っ飛びしたのが、ほとん

ど同時だった。

　先程までシオンが座っていた席の奥の壁に銃弾がめり込み、小さな風穴が開けられてしまって

いる。

　一瞬の静寂の後・・・あまりの突然の出来事に、記者たちはパニックに陥ってしまった。

　「アーマーピアッシング弾による狙撃か！！」

　

　立ち上がったシオンはスティレットの肩を左手で抱きかかえながら、懐からマナ・ビームハンドガ

ンを取り出し、銃弾の弾道と銃声、そして殺気が放たれた方向から、自分たちを銃撃した殺し屋の

男が隠れている場所を瞬時に割り出し、引き金を引いた。

　銃口から放たれた緑色のエネルギー弾が、情け容赦なく正確無比に殺し屋の男に襲い掛かる。

　「うほっ、マジかよ！？あの野郎、もう俺の位置を特定しやがったのか！？」

　殺し屋の男はニヤニヤしながらエネルギー弾を避け、壁に隠れながら即座にスナイパーライフル



の狙いをシオンに付けようとする。

　そうはさせまいとシオンのマナ・ビームハンドガンから放たれたエネルギー弾が、次々と殺し屋の

男が隠れた壁に直撃した。

　「これがルクセリオの英雄か！！面白ぇ！！それでこそ殺しがいがある！！」

　

　こうも正確に自分の位置を特定されたのでは、狙撃しようにも狙いをつけようがない。

　殺し屋の男はスナイパーライフルでの狙撃を諦め、懐からハンドグレネードを取り出した。

　そしてピンを抜き、全力でシオンとスティレットに向かって投げつける。　

　「なっ・・・！？」

　「俺の依頼主からはなぁ、手段は選ぶなって言われてるんだよぉっ！！」

　シオンとスティレットの目の前で爆発するハンドグレネード。それと同時に殺し屋の男がマシンガ

ンを手にシオンとスティレットに向かって突撃した。

　ハンドグレネードとマシンガンによる二段構え・・・爆風でシオンたちを殺せるなら良し、仮に殺せ

なくてもマシンガンによる本命の一撃で確実に殺す。それが殺し屋の男の狙いなのだ。

　殺し屋の男はニヤニヤしながら、シオンとスティレットに向かってマシンガンを乱射するのだ

が・・・その瞬間爆風の向こうから、殺し屋の男に向かってエネルギー弾が飛んできた。

　「うほおっ！？」

　慌ててそれを避けた殺し屋の男は、近くにいた記者の１人を羽交い絞めにし、壁代わりにする。

　やがて爆風が晴れると、そこにいたのは・・・スーツをボロボロにされながらも、右腕に仕込んだ

ビームシールドで攻撃を全てやり過ごした、全く何の動揺もしていないシオンの姿だった。

　そしてアーキテクト、轟雷、迅雷、マテリアの４人はエミリアの周囲に集まり、彼女が展開した障壁

の中で先程の爆風をやり過ごしていた。

　「あの野郎、パワードスーツのビームシールドを、背広の中に隠し持ってやがったのか！？」

　「シオン、ステラ！！貴方たちも早く障壁の中に！！」

　「はい！！」

　マナ・ビームハンドガンを構えて殺し屋の男を牽制しながら、シオンはスティレットと共にエミリア

が展開した障壁の中に入った。

　シオンとスティレットが通り抜けた障壁が、殺し屋の男が放った銃弾を弾き返す。

　「これがエミリア・コーネリアの精霊魔法・・・面白ぇ！！面白ぇぞお前らぁっ！！」

　「全然面白く無いよ馬鹿ぁっ！！」

　「うおっ！？」

　

　会場の警備を担当していたアリューシャが、羽交い絞めにされた記者を助ける為に、サバイバル

ナイフを手に殺し屋の男に斬りかかった。

　殺し屋の男は羽交い絞めにした記者をアリューシャに向かって蹴飛ばし、蹴飛ばされた記者が

勢い余ってアリューシャに抱き着くような形になる。

　その隙を突いてシオンがマナ・ビームハンドガンで殺し屋の男を狙い撃つが、それを殺し屋の男

は辛うじて避け、窓をぶち破って外に逃げ出したのだった。



　「依頼主からの伝言だ！！お前らがこの国に居続けるのなら、この俺様に何度でもお前らを殺さ

せに行く！！死にたくなかったら大人しくこの国から出て行けってよぉっ！！」　

　捨てゼリフを残して走り去っていった、殺し屋の男。

　そして大混乱状態に陥ってしまった記者会見の会場では、まさかの予想外の事態に記者たちが

大騒ぎになり、大臣が事態を収拾しようとアリューシャたちに指示を出す。

　（しくじったか・・・まあいい。これで彼らも命を狙われてまで、この国に留まろうなどとは思わない

だろう。結果としては充分だ。）

　スーツをボロボロにされたシオンの姿を、大臣がニヤニヤしながら見つめていたのだった・・・。

３．希望から絶望へ

　殺し屋の男の突然の襲撃により、大混乱状態に陥ってしまった記者会見の会場・・・その様子は

世界中でしっかりと生放送され、あっという間に全世界を巻き込んだ大騒動に陥ってしまった。

　絶対中立、差別根絶を国の絶対的な掟としているはずのコーネリア共和国において、その掟に

逆らってまでシオンたちの命を狙う者が現れた・・・この事実だけでもコーネリア共和国という存在

その物を揺るがしかねない大事件なのだ。

　今回の襲撃で幸いにも死者は出なかったものの、それでも爆風に巻き込まれた記者の何人かが

負傷してしまったようだ。アリューシャの指示で医療班が担架を持ってきて、負傷した記者を医務

室へと連れて行く。

　当然ながら記者会見は中止。シオンたちと記者たちの安全確保の為に、シオンたちは別室へと

移動する事になった。

　「・・・何で・・・！？何で私たちがこの国で命を狙われないといけないの・・・！？この国は差別根

絶を掲げているんじゃなかったの・・・！？」

　とても沈痛な表情で、迅雷は震えながら轟雷の身体にしがみついた。

　絶対中立、差別根絶を掲げているはずのコーネリア共和国で命を狙われた・・・その事実が、迅

雷の心を酷く動揺させてしまっているのだ。

　今更グランザム帝国には戻れない。かといってシオンと共にルクセリオ公国に行った所で殺され

るだけ・・・だからこそ居場所を求めてコーネリア共和国に亡命したというのに、そのコーネリア共和

国でも自分たちの命を狙う者が現れた。

　では自分たちは、これから一体どこに行けというのか・・・その残酷過ぎる現実が迅雷の心を絶望

へと突き落としてしまう。

　「・・・私たちにこの国から出ていけって・・・邪魔だって・・・そう思ってる人たちがいるって事だよ

ね・・・？こんな事があったんじゃ、私たち・・・もう・・・」

　「そんな悲しい事を言わないで下さいっ！！」

　泣きそうな表情で、マテリアが轟雷と迅雷に抱き着いた。

　そのマテリアの柔らかい身体の温もりと感触、そして優しさが、轟雷と迅雷の心を落ち着かせる。

　「私たち、折角仲良くなれたのに・・・！！それなのにこの国から出ていくなんて、そんな悲しい事

を言わないで！！」



　「マテリア・・・だけど・・・」

　「迅雷ちゃんは何も悪くない！！悪いのはシオンさんたちを襲った、あの殺し屋ですよ！！」

　マテリアの身体が震えているのを、迅雷は敏感に感じ取っていた。

　シオンたちは何も悪くないのに。しかもバンパイアである自分を化け物呼ばわりする事無く、普通

の女の子として接してくれたというのに。

　それなのに一体何故、こんな事になってしまったのか・・・マテリアは悲しくて仕方が無かった。

　「貴方たちは私にとって、手間のかかる息子と娘のような物です・・・夫を早くに亡くし、子宝に恵

まれませんでしたから、尚更ね。」

　そんなマテリアたちを、エミリアが慈愛に満ちた瞳で見つめている。

　結果的にシオンたちは、この国に騒動を巻き込んだ元凶とも言える・・・統治者としてシオンたち

をこの国から追い出せと、エミリアに言い出す者がいてもおかしくないだろう。

　いや、追い出したがっている者がいるからこそ、こうしてシオンたちは命を狙われたのだが。

　それでも尚、エミリアはシオンたちを厄介者などと思っていないのだ。

　

　「今更この国を出ていくなんて、そんな事は私が許しませんよ？迅雷。」　

　「ですがエミリア様。今回の襲撃は明らかに僕たちを狙った物だったのは明白です。それに彼の

手際の良さから考えれば、あの記者会見自体が僕たちを陥れる為の罠だったと・・・そう考えるの

が妥当でしょう。」

　迅雷たちとは対照的に、シオンは動揺する事無く今回の一件を冷静に受け止めていた。

　何かあった時に備えて武器とビームシールドを隠し持っていたシオンだったのだが、まさか実際

に使う羽目になるとは思っていなかったようだが。

　あれだけの警備をかいくぐって、易々とシオンたちに襲撃を仕掛けて来たのだ。だからその手引

きをした者がいたと考えるのが普通だと・・・シオンはそれを冷静に分析していた。

　「・・・この国は絶対中立、そして差別根絶を絶対の掟として掲げています。その掟を破る者は、

例え誰だろうと許すわけにはいきません。」

　「エミリア様・・・。」

　「ここから先は、私の戦いです。」

　

　決意に満ちた瞳で、シオンを見つめるエミリア。

　状況証拠から考えれば、記者会見をセッティングした大臣が黒幕だと考えるのが普通だろう。

　だが決定的な証拠が無い以上は彼を捕らえた所で、不当拘束だと逆提訴されるだけだ。

　そんな事をしてしまえば逆にエミリアの立場が危うくなってしまうだろうし、むしろ大臣は本当に無

実で、大臣こそが一番怪しいと思わせる状況証拠を巧みに作り出した、真犯人の高度な罠なのか

もしれない。

　だからこそ、その決定的な証拠を掴み、黒幕を絶対に探し出さなければならないのだ。

　シオンたちを守る為に・・・そしてこの国の絶対中立、差別根絶という絶対的な掟を守る為に。

　ここから先はエミリアの、王妃としての政治的な戦いなのだ。

　「・・・アイラ。記者たちの撤収は済ませましたか？」

　エミリアの腕時計型の通信機から、記者たちに一斉に迫られているアイラのホログラムが映し出さ



れた。

　『撤収させたいのは山々なのですが、今からシオンたちに詳しい話を聞かせろと、全員揃って引

き下がってくれません。ここは危ないと何度も説明しているのですが・・・。』

　「分かりました。貴方たちアイラ隊には別の任務を与えます。撤収作業はマルス隊に任せていい

ですから、今から私の部屋に来るようにアイラ隊のメンバー全員に伝えて貰えますか？」

　『はっ。』

　アイラとの通信を切ったエミリアは、続いて大臣との通信を開いた。

　「今回の事件に関して緊急対策会議を開きます。午前１１時までに会議室に集まるように、他の

大臣たち全員に伝えて貰えますか？」

　『午前１１時ですね。了解しました。』

　「頼みましたよ。私は用事を済ませてから向かうので少し遅れます。」

　大臣との通信を切ったエミリアだったのだが、そこへドアをノックする音が鳴り響いた。

　マテリアが扉を開けると、そこにいたのは幾つかの大きなダンボールを台車で運んできた宅急便

の男性だ。

　「あの、お取り込み中の所申し訳ありません。シオン・アルザードさんにお荷物が届いているので

すが、ここにいると大臣の方から聞かされましたので・・・。」

　「あ、はい。もしかしてルクセリオ公国のエリオットさんからの荷物ですか？」

　「はい、そうです。ここにサインをお願い出来ますか？」

　シオンはコーネリア共和国に亡命したので、ルクセリオ公国で自分が住んでいたアパートの管理

人に、自分の部屋の荷物を着払いで送るように電話で頼んでおいたのだ。

　もう帰らなくなった部屋に自分の荷物を、いつまでも置いていても仕方が無いのだから。

　特に時間指定はしていなかったのだが、まさかこんな騒ぎになっている時に届くとは。

　「・・・はい、確かにサインを受け取りました。それでは失礼致します～。」

　「何々？シオンの私物？一体何が入っているのかなぁ～？」

　宅急便の男性が去った後、轟雷がニヤニヤしながらダンボールを開けようとしたのだが。

　轟雷がガムテープを剥がした瞬間、箱の中から微かに漂う火薬の匂いが、とっさに轟雷とシオン

の身体を突き動かした。

　慌てて轟雷がダンボールを部屋の片隅に蹴飛ばし、シオンが皆を庇うように前に出てビーム

シールドを展開する。

　次の瞬間、蹴飛ばされたダンボールが派手な音を立てて爆発した。

　爆風をビームシールドで防ぐシオン。その爆風の高熱が、チリチリとシオンの肌に突き刺さる。

　轟雷とシオンの優れた判断のお陰で、幸いにも怪我人は出なかったのだが・・・あまりの威力に

部屋の壁に大きな穴が開いてしまった。

　もし轟雷とシオンが、爆発物の存在に気が付かなければ、今頃どうなっていたか・・・。

　「・・・あ・・・あの・・・シオン・アルザードさんに・・・その・・・エリオット・ヴァルスさんからの荷物

が・・・届いてるんですけど・・・！？」



　そこへ現れたもう１人の宅急便の男性が、大きなダンボールが幾つか乗せられた台車を手にしな

がら、目の前の惨状にすっかり怯えてしまっていた。

　恐らく今のは殺し屋の男が送ってきた、爆弾入りの偽の荷物だったのだろう。そして今ここにいる

宅急便の男性が持っている荷物こそが、本物のシオンの私物に違いない。

　こんな事でシオンたちを殺せるなどとは、殺し屋の男は微塵も思っていないだろうが・・・これはシ

オンたちへの警告でもあるのだ。

　お前らがこれ以上この国に居座るのなら、この先何度でもお前らの命を狙うぞ・・・と。

　「・・・どうして・・・！？どうしてシオンさんたちがこんな目に・・・！？シオンさんたちは何も悪くない

のに、どうして・・・！？」

　「マテリア、落ち着きなさい。貴方の気持ちは分かりますが、今は泣き叫んでいられるような状況

ではありませんよ。」

　

　身体を震わせるマテリアを、そっと優しく抱き締めるエミリア。

　こんな時だからこそ王妃である自分が、毅然とした態度を見せないといけないのだ。

　絶対に真犯人を見つけ出す・・・エミリアはその決意を顕わにしていた。

　「今から貴方たち全員に働いて貰います。今回の事件の黒幕を捕らえ、この国の絶対中立、差

別根絶の掟を守る為に・・・しばらくは客人として扱うという言葉を無下にして、本当に申し訳なく

思っていますが・・・。」

　「お気になさらないで下さい。元々私たちはこの国に亡命をお願いしている立場なのですから。

それにここまでコケにされた以上、私たちも黙ってはいられませんよ。」

　「ではアキト。貴方と轟雷、迅雷はフレームアームを身に纏い、アイラ隊と連携してあの殺し屋の

男を追って下さい。貴方たちのナビゲートはステラに担当して貰います。」

　「「「「イエス、マム！！」」」」

　決意に満ちた瞳で、スティレット、アーキテクト、轟雷、迅雷はエミリアに敬礼した。

　差別根絶を掲げるはずのこの国で、命を狙われた・・・だからこそスティレットたちは自分たちの手

で殺し屋の男を捕らえ、黒幕を見つけ出し、安住の地を手に入れなければならないのだ。

　「シオンには今から私の護衛として、午前１１時から開かれる緊急対策会議に同行して貰います。

貴方のパワードスーツをジャクソンに用意させるので、念の為に着用して下さい。」

　「はっ。」

　「マテリアにはアイラ隊のミスティと共に、黒幕を見つけ出す為の身辺調査と証拠探しをお願いし

ます。状況証拠から考えれば、今回の記者会見をセッティングした大臣の中の誰かが一番怪しい

でしょうが・・・やり方は貴方たちに一任します。」

　「分かりました。ミスティさんと一緒に必ず証拠を見つけ出してみせます。」

　「頼みましたよ、皆さん・・・この国の未来の為に、どうか私に力を。」

　シオンたちが決意を顕わにする最中、記者会見会場での一連の大騒動の様子を、マチルダとミ

ハルが病室のテレビで心配そうな表情で見つめていた。

　特にミハルは記者会見を通じて、シオンが亡命を決意した本当の理由と覚悟、スティレットが帝

国軍にどれだけ酷い目に遭わされたのか・・・その全ての真相を知らされ、シオンとスティレットへ

の悪口を叩いてしまった事を後悔してしまっているようだ。

　「お姉ちゃん、どうしよう・・・私、シオンさんに酷い事を言っちゃった・・・。」

　「あんたが反省しているなら、それでいいわよ。別にシオン隊長に直接悪口を言った訳じゃない



んだから。」

　「だけど・・・。」

　「そんな事より私の事はもういいから、あんたはもう学校に行きなさい。私ならもう大丈夫だから。」

　事情が事情とはいえ、いつまでもミハルに学校を休ませる訳にはいかない・・・それに自分の身

体ならもう大丈夫だという確信がマチルダにはあるのだ。

　暴走したスティレットのビームサーベルが自分の腹部を貫いた際、スティレットの理性が僅かに

残っていたからなのか、完全に急所からは外れていた・・・それに非常に綺麗に斬ってくれたお陰

で傷口がすぐに塞がったのだ。

　医師の診断はまだだが、恐らく３日も安静にしていれば完治するのではないだろうか。

　これもスティレットの優れた剣術の腕が無ければ到底出来ない事だというのが、マチルダを何とも

複雑な気分にさせてしまうのだが。

　「・・・うん。分かった。あ、そうだ。お姉ちゃんとナナミさんがね、伍長と曹長に昇格したんだって。

見舞いに来たナナミさんがお姉ちゃんに伝えておいてくれって。」

　「私が伍長に！？まだ任官したばかりなのに！？」

　「シオンさんよりも２週間早い昇格記録だって、ナナミさんが言ってたよ。」

　「そう・・・分かったわ。ナナミ曹長にお会いしたら、見舞いに来て下さった礼を言っておいてね。」

　

　病院から出たミハルだったのだが、病院の外ではシオンたちの記者会見での騒動について、誰

もがスマートフォンや携帯電話、タブレットを片手に大騒ぎになってしまっていた。

　無理も無いだろう。シオンが語った真実、そしてシオンたちへの襲撃事件・・・こんな事がテレビ

やインターネットで世界中に流れたのだから、騒ぎになって当たり前だ。

　ミハルがスマートフォンでネットの掲示板を見ると、やはりシオンの話題で埋め尽くされてしまって

いる。

　そして真相が語られても尚、シオンやスティレットに対する批判や中傷などの書き込みが、一向

に収まっていないようだった。

　真相を知らなかったとはいえ、自分もさっきまでシオンに幻滅したとかマチルダに言っていたの

だから、人の事を偉そうに言えない立場ではあるのだが。

　「・・・とにかくお姉ちゃんが目を覚ました事を、お父さんとお母さんに伝えて・・・っ！？」

　だがミハルが人気の少ない路地裏に入った途端・・・突然現れた黒服の男たちがいきなりミハル

を拘束し、ミハルが抵抗する暇も無く車の中に乗せ、その場を走り去ってしまったのだった・・・。　

４．エミリアの戦い

　「御免なさいね、皆さん。用事があって遅くなりました。」

　エミリアが会議室に入った途端、席に座って激論を交わしていた大臣たちが一斉に起立し、エミ

リアに敬礼をした。

　エミリアも敬礼で返し、空いていた席にゆっくりと腰を下ろす。

　そして護衛役のシオンはエミリアの傍で起立したまま、大臣たちをじっ・・・と見据えている。

　そのシオンのパワードスーツで武装した姿に、大臣たちは一斉に怪訝そうな表情をしていたのだ

が・・・。



　「エミリア様、まさかアルザード中尉も同席させるおつもりですか！？」　

　「今回の事件があったのです。私の命を狙われる可能性も否定出来ません。なので護衛を兼ね

て重要参考人として、私の傍にいて貰う事になりました。」

　「しかし命を狙われている彼がこの場にいたのでは、逆に我々やエミリア様にも危険が及ぶ可能

性も否定出来ませんよ！！」

　「いえ、逆にそれが狙いですよ。あの殺し屋の男がシオンを狙ってこの部屋を襲うのなら、逆にシ

オンに彼を捕らえて貰う絶好のチャンスでもありますからね。」

　それもあるが、殺し屋の男にシオンたちの抹殺を依頼したのが本当に目の前の大臣たちの中の

誰かなら、報酬を貰わなければならない依頼主を巻き込む危険を冒してまで、シオンを狙うような

馬鹿な真似はしないはずだと・・・それをエミリアは確信していた。

　それ以前にスティレットたちやアイラ隊に殺し屋の男を追わせているのだ。彼がこの部屋を襲え

るだけの余裕自体が無いはずだ。

　「まあいいでしょう。ではエミリア様もご到着なされた事ですし、そろそろ本題に入りましょうか。」

　それから始まった緊急会議は、まさに文字通り白熱した物となった。

　議題の中心となったのは、やはりシオンたちをこの国に招いた事が、今回の騒動の発端となった

のではないかという事・・・そしてこの国の絶対中立、差別根絶という掟を見直すべきではないかと

いう事・・・そしてシオンたちをこの国に招き入れたエミリアに対する責任追及だった。

　中にはエミリアを擁護する穏健派の大臣たちもいるにはいるのだが、やはり過半数の大臣が反

エミリア派として、真っ向からエミリアに厳しい意見をぶつけてきた。

　エミリアはシオンに守られながら、毅然とした態度を崩さずに真っ向から反論する。

　「以上の理由により我が国は、兼ねてより傘下に加わる事を我々に要求してきているグランザム

帝国と同盟を締結し、我が国が独自に運用している魔法化学の技術も提供し、相互利益を深めて

いくべきだと考えます。」

　「そんな事は断じて認めませんよ。我が国の魔法化学技術が他国に渡ってしまえば、それこそ今

の戦乱の世の中が一層激しさを増す事になるでしょう。」

　「しかし帝国軍がこの国に攻めて来るような事態になるかもしれないのですよ！？それに帝国だ

けではない、他の国々からも我々は厳しい圧力を掛けられているのです！！優れた技術を自分

たちだけで独占するとは何事だと！！」

　「例えそれによって、我々が他国に戦争を仕掛けざるを得ない事態になってもですか？貴方は

今の戦乱の世の中を加速させるつもりなのですか？」

　「国は貴方の玩具ではない！！いい加減学びなさい！！」

　大臣の怒鳴り声にもエミリアは全く怯まない。何の迷いも無い力強い瞳で、エミリアは大臣を見据

えていた。

　人というのは強大な力を手にしてしまえば、それを私利私欲の為に使わずにはいられない物だ。

　ましてコーネリア共和国の優れた魔法化学技術は、他国の技術を完全に圧倒してしまっている

代物・・・『マナエネルギー』と『精霊魔法』を組み合わせた、コーネリア共和国だけが実用化に成

功した、全く新しい科学技術なのだ。

　大臣の主張通り、それだけの科学技術をグランザム帝国に提供してしまえば、一体どうなるの

か・・・さらなる戦乱を引き起こす事は容易に想像出来る事だ。だからこそエミリアは絶対に引く訳

にはいかないのだ。



　確かに自分たちに圧力を掛けているグランザム帝国の傘下に入ってしまえば、少なくとも帝国軍

にこの国が襲われる事は無くなるかもしれない。

　だがそれによってグランザム帝国の新皇帝の命令により、コーネリア共和国軍が他国への侵略

に手を貸す事を強要される事になったとしたら・・・ましてグランザム帝国はルクセリオ公国と戦争を

している最中なのだ。

　その危険性はルクセリオ公国騎士団の一員として、これまでグランザム帝国軍と何度も戦ってき

たシオンが一番よく理解していた。

　「・・・大臣。上申してもよろしいでしょうか。」

　右手を上げたシオンを、反エミリア派の大臣たちが一斉に怒鳴りつけた。

　「何だね君は！？たかが中尉風情が我々の議論に口出しするつもりか！？」

　「構いませんよ。私の権限でシオンの発言を許可します。」

　エミリアに促されて、シオンが大臣たちをじっ・・・と見据える。

　彼らがルクセリオ公国の大臣たちとは違い、本当の意味でこの国の未来を真剣に考えている者

たちばかりだという事は、この会議の一連の流れを見てきたシオンは充分に理解していた。

　この国が各国から・・・特にグランザム帝国から厳しい圧力を掛けられている実情から、この国を

戦乱から守る為に、言い方を変えればグランザム帝国に守って貰う為に、グランザム帝国との同盟

を締結しようと考えるのは仕方が無いのかもしれない。

　だがそれでも、シオンはそれを許す訳にはいかないのだ。

　「皆さんも既にご存知の事ですが、帝国は身勝手な理由でステラから全てを奪い、あまつさえ記

憶消去や洗脳までやらかすという大罪を犯しました。これらは国際条約で固く禁じられているにも

関わらずです。」

　「だから帝国と同盟を結ぶのは駄目だと、君はそう言いたいのか！？」

　「そうです。それだけでこの国は、他の国々から掛けられている圧力が一層深まる事になってしま

うでしょう。それはこの国にとって利があるとは、僕には到底思えません。」

　

　シオンが言っているのは、要は世間体だ。

　今回のシオンの記者会見での発言によって、これまでヴィクターが巧みに隠蔽し続けてきたグラ

ンザム帝国の非道さが明るみに出たのだ。そのグランザム帝国と同盟を結ぶという行為自体が、

他の国々からどう思われるのか。

　いや、そんな物は建前だ。言っている事は正論だが建前なのだ。

　スティレットから全てを奪い、戦争に勝つ為の道具として利用し、傷つけ、用済みになれば殺そう

とした・・・そんな連中と手を組むなどシオンは絶対に嫌なのだ。

　だがそれでもシオンの中尉という身分が、大臣たちの心を動かすには至らなかったようだ。

　「それはただ単に、君が恋人のリーズヴェルト少尉を帝国に傷つけられた事による、恨みの感情

による物だろう！？だが国というのはな、たった１人の個人的な感情だけで動かせるような代物で

はないのだ！！」

　「個人の感情ではなく、国全体の事を考えて動けと仰いたいのでしょう？だからこそ僕は帝国と

の同盟がこの国の利益にならないと、ちゃんと理由を付けて説明したはずですが？」

　「強力な軍事力を有する帝国に我々の魔法化学技術を提供すれば、その強大な軍事力はさら

に盤石になる！！我々が帝国と同盟を結べば、その帝国に守って貰えるのだぞ！？」

　「それによって他の国々を敵に回す事になってもですか？」



　「そうだ！！帝国との同盟締結には、そのリスクを負うだけの価値があるのだ！！」

　反エミリア派の大臣たちは、シオンの言葉に全く耳を貸すつもりは無いようだ。

　まだ公にはなっておらずエミリアにも知られていない事なのだが、グランザム帝国軍が新たなるフ

レームアームズ・ガール部隊を結成したとの情報を、彼らは内密に得ているのだ。

　その新型フレームアームの性能は、スティレットたちが使っていた旧型のフレームアームを上

回っているとの事らしい。

　それだけの戦力を有する帝国軍が、このコーネリア共和国に攻めて来たら、どうなるか・・・それを

反エミリア派の大臣たちは恐れているのだ。

　グランザム帝国を敵に回す位なら、他の国々を敵に回してでも同盟を結んだ方が、確実にこの

国を守る事が出来るはずだと。

　「そもそも君は、この国に騒動を招いた元凶だという自覚があるのか！？君たちがこの国に亡命

したせいで、我が国の内部で混乱が引き起こされたのだぞ！！」

　「だから僕たちに、この国から出て行けと・・・そして僕たちを招き入れて下さったエミリア様にも責

任を取って貰い、王妃の座から退陣しろと・・・そう仰りたいのですね？」

　「・・・そうだな。いつの間にか話が脱線してしまっていたな。では議題を戻そうか。そもそも今回の

騒動を招いた最大の原因が、他でもないエミリア様であるという事は一目瞭然である。」

　反エミリア派の大臣たちに一斉に睨まれながらも、エミリアは毅然とした態度を崩さない。

　シオンも何があってもすぐにエミリアを守れるように、いつでも武器を手に出来るように心の準備

を整えていたのだが・・・。

　「エミリア様がアルザード中尉たちを招き入れたせいで、この国に余計な混乱を引き起こした。そ

れ故に我々は、アルザード中尉たちを迎え入れたエミリア様への責任追及を・・・」

　「いいえ、シオンさんたちの抹殺を企てたのは、他でもない貴方です。ダラン・ギリバス大臣。」

　そこへ突然マテリアが、颯爽と会議室に入ってきた。

　突然の出来事に、その場にいた誰もが一斉にマテリアに注目する。

　そしてマテリアと共に部屋に入ってきたのは、アイラ隊のオペレーターを務める少女・・・ミスティ・

セルグリッドだ。

　ダランと呼ばれた大臣は一瞬驚きながらも、それでも冷静な態度を崩さなかったのだが。

　「私がアルザード中尉たちを殺そうとした？君たちは一体何を馬鹿な事を言っている？」

　「とぼけても無駄ですよ。貴方が黒幕だという事は既に分かっているのですから。」

　「まさか状況証拠だけで私を追及するつもりではないだろうな？確かに私がセッティングした記者

会見の最中にアルザード中尉たちは襲われた。状況証拠から考えれば君たちが私を疑うのは当

然の事だが、だからと言ってそれだけで私を拘束するのは不当ではないのか？」

　ダランは、これでも証拠は絶対に残さないように立ち回ってきた。

　不審な金の流れが無いかを追求されないように、殺し屋の男への報酬を国庫からではなく、後で

国庫から回収するつもりで一旦は自分のポケットマネーから出した。

　それに万が一にも会話を録音されないように盗聴器が無いかも念入りに調べたし、殺し屋の男と

の話をする場所も選んだつもりだ。

　殺し屋の男に依頼のメールを送った際にも、発信元がバレないようにＩＰアドレスを偽装した上で、

国外のサーバーを何重にも経由して送付した。そのメール自体も複雑な暗号文にした上で、強固

なプロテクトを掛けてあるのだ。



　だからこそダランは、自分が真犯人だと絶対にバレる訳が無いと・・・その強い確信を持っていた。

　それに仮にシオンやマテリアが状況証拠だけで自分を拘束しようというのなら、それは逆に好都

合だ。不当拘束だとエミリアを逆提訴する事で、逆にエミリアを追い詰める事が出来るのだから。

　だがそれでもマテリアとミスティは、自信に満ちた表情を崩さなかった。

　「いいえ、決定的な証拠なら全て揃っていますよ。貴方は証拠を残さないように上手く立ち回っ

たつもりだったのでしょうが・・・私とマテリアちゃんを相手にするには詰めが甘かったようですね。」

　ミスティが開いたノートパソコンには・・・先日の豊穣祭が終わった後の夜に、ダランと・・・少し遅

れて殺し屋の男が店に入る光景だった。

　その映像だけでも、大臣たちは一様に驚いた表情を見せる。

　「これはこの国の城下町に存在する酒場の、午後１０時頃の映像です。城下町全ての防犯カメラ

の、シオンさんたちが亡命してから今日に至るまでの全時刻の映像を、マテリアちゃんが全て調べ

てくれました。」

　この城下町の防犯カメラを全て調べたとなると、その数は実に２００個以上にもなるはずだ。

　それだけでも驚きなのに、それをシオンたちが亡命してから今日までに録画された映像を全て調

べ、このダランと殺し屋の男が映った映像を、しかもこの僅かな時間で特定したというのだ。

　これは一般的には速視、速読と呼ばれている技術だが、マテリアのそれはまさに達人クラスの域

にまで達しているのだ。

　大臣たちはマテリアのあまりの優秀さに驚きの声を上げたが、それでもダランを動揺させるには

至らなかった。

　「・・・ほう。確かにあの男が私と同じ店に入っているのは事実だね。だがそんな物はただの偶然

だ。私はこの男とは面識など無いし、そもそも私とこの男がこの店で会話をしたという証拠でもある

のかね？セルグリット准尉。」

　「そうですね。あの店の店内には防犯カメラは設置されていませんでした。なので『店内で』貴方

がこの男と会話をしたという記録は残っていません。」

　「ならばセルグリット准尉。不当に私を陥れようとするのは止めてもらえ・・・っ・・・！？」

　だがミスティがノートパソコンのファイルを開いた次の瞬間・・・一瞬にしてダランの表情が強張っ

てしまった。

　液晶画面にでかでかと映し出されていたのは・・・ダランが殺し屋の男に送った、複雑な暗号文

で書かれたメールと・・・それをミスティが解読したテキストファイルだった。

　「失礼ながら緊急事態につき、エミリア様からの承諾を得た上で軍の権限でもって、重要参考人

である貴方のデスクトップパソコンを調べさせて頂きました。そして消去されたメールを私が復元し、

暗号文を解析してみた結果・・・出てきたのがこれです。」

　「・・・ば・・・馬鹿な・・・っ！！」　

　ミスティの厳しい視線に、ダランからは先程までの余裕が一瞬で消え失せてしまっていた。

　映像に自分が映っていた事で、マテリアとミスティが自分のパソコンを最優先で調べる事になっ

たのは理解出来る。

　それでもバレないようにＩＰアドレスを偽装し、国外のサーバーを何重にも経由した上で、メール

自体も複雑な暗号文にした上で、強固なプロテクトまで掛けていたのだ。



　それなのにそれが・・・まさかこんな短時間で全て解析されてしまったというのか。

　「メールの内容にはこう記されていますね。シオンさんたちの抹殺を依頼したい、豊穣祭が終

わった後の午後１０時に、あの酒場を訪れるようにと。そしてその時間も場所も、マテリアちゃんが

特定した映像記録と完全に一致しています。」

　「いや、そのメールを私のパソコンから送られたという証拠でもあるのか！？そうだ、私のパソコン

を何者かが遠隔操作したに違いない！！これは私を陥れようとする何者かの陰謀だ！！」

　「貴方が偽装したＩＰアドレスも既に解析済みです。国外のサーバーを何重にも経由した事もね。

その証拠も今から皆さんにお見せしましょう。」

　ダランが偽装したＩＰアドレスの通信記録、そしてそれをミスティが解析したデータが、でかでかと

ノートパソコンに映し出されていた。

　ＩＰアドレスの解析などといった専門的な知識はシオンには無いが、それでもこのメールの文章だ

けでも充分な証拠と成り得る事だけは、シオンは充分に理解出来ていた。

　さらにマテリアはタブレットに映し出された画面も、情け容赦なくダランたちに見せつけた。

　「ラキウス・ベルハルト・・・元グランザム帝国軍一等兵で、５年前に軍の規律の厳しさに嫌気が刺

して軍を退役し、今は殺し屋に転向。これまでに数多くの依頼をこなしているプロの殺し屋ですね。

これもミスティさんにメールの解析をして頂いている間に、私が身辺調査をさせて頂きました。」

　「ダラン君、これは一体どういう事なのか説明して貰おうか！？」

　エミリア擁護派の大臣たちから、一斉に厳しい視線を向けられたダラン。

　ここまで決定的な証拠を立て続けに見せつけられては、最早どうにも言い逃れする事は出来な

かった。焦燥を隠せないダランは絶望の表情で、完全に腰を抜かしてしまったのだった。

　そんなダランを、ミスティが情け容赦なく手錠を掛けて拘束する。

　「ダラン・ギリバス大臣、貴方を殺人委託の容疑で逮捕します。」

　「わ、私は、エミリア様ではこの国を守れないと思ったのだ！！この人は自分の理想を追い求め

てばかりで、現実をまるで見ていない！！」

　「はいはい、詳しい話は後で尋問室で聞かせて貰いましょうか。」

　ミスティにずるずると引きずられるダランだったが、それでもマテリアに情け容赦なく罵声を浴び

せ続ける。　

　「そうだ、そもそも全部その汚らわしいバンパイアの小娘が悪いのだ！！半年前に亡命してきた

そいつをエミリア様が受け入れたせいで、他国から厳しい圧力が・・・っ！？」

　「ふざけるなぁっ！！マテリアが一体貴方たちに何をしたって言うんだぁっ！？」

　怒りの形相でシオンがダランの胸倉を掴み、壁に叩き付けた。

　普段はとても温厚でヘタレな人物なだけに、シオンのこの激怒ぶりに大臣たちの誰もが驚きの声

を上げる。

　「確かにマテリアはバンパイアだ。だけどそれが一体何だって言うんだ！？マテリアがこの国に

何かしたのか！？何か重大な犯罪行為でもしたと言うのか！？」

　「そ、そいつの存在自体が犯罪その物だ！！そいつは汚らわしいバンパイアひぎいっ！？」

　「バンパイアである以前に、マテリアは１人の女の子なんだぞぉっ！！」



　今、シオンはようやく理解した。何故エミリアが絶対中立、差別根絶を、このコーネリア共和国の

絶対の掟にしているのかを。そして他国からの圧力にも、こうして内乱を引き起こす事になりながら

も、それでも全く屈せずに、その強い信念を頑なに貫こうとしているのかを。

　ダランもこの国の未来を真剣に考えた上で、帝国との同盟を結ぶべきだと主張したのだろう。賛

否はどうあれ、政治家としては確かに正しい判断だと言えなくもない。

　だがだからと言って、こんな何の罪もない少女を汚物呼ばわりする事が許されていいのか。

　「アルザード中尉、君も所詮は甘ちゃんだな！！一時の感情に囚われて大義を見失ってい

る！！理想ばかり追い求めてばかりいないで現実を見ろ！！」

　「理想を追い求める事の一体何が悪い！？誰もが穏やかに暮らせる国を作る・・・そのエミリア様

の理想は決して間違ってなどいない！！今僕はようやくそれを理解したよ！！」

　「そのバンパイアの小娘のせいで、我が国は他国から強い圧力を掛けられているんだぞ！？」

　「それでも僕は守ってみせるさ！！マテリアも、この国の人々も！！」

　ダランの胸倉を離し、マテリアの肩を優しく抱き寄せながら、シオンは何の迷いも無い力強い瞳

で、はっきりと告げた。

　「・・・マテリアだって精一杯生きているんだ・・・生きる権利があるはずなんだ！！」

　「・・・シオンさん・・・！！」

　自分の肩を抱き寄せるシオンの横顔を、マテリアが涙目になりながら見つめていた。

　パワードスーツ越しでも分かる。シオンの身体はとても温かい。そのシオンの温もりと優しさは、ま

るでマテリアの全てを包み込むかのようだ。

　そして立ち上がったエミリアが、シオンを励ますように肩をポンと叩いた。

　「シオン、もういいですから・・・ミスティ、連れて行きなさい。」

　「はっ。」

　エミリアに敬礼したミスティが、情け容赦なくずるずるとダランを連行していく。

　そして反エミリア派の大臣たちに、エミリアは毅然とした態度ではっきりと告げたのだった。

　「貴方たちも見ていたように、今回の事件は全て彼が仕組んだ、実に下らない茶番でした。よっ

て貴方たちが頑なに主張する私への責任追及も、帝国との同盟締結も、私は一切認めるつもりは

ありません。以上をもって今回の緊急対策会議は終了とします・・・いいですね？」

　エミリアの厳しい視線の前に、反エミリア派の大臣たちの誰もが何も言い返す事も出来ず、とても

悔しそうな表情を見せたのだった。

５．内乱の果てに

　ラキウスは、これでも相当腕が立つプロの殺し屋だ。

　特に帝国軍を辞めてフリーランスの殺し屋に転向した後は、死線を何度も潜り抜けてきた。生死

の境を彷徨った事だって一度や二度ではない。

　そんなラキウスだからこそ、はっきりと理解出来るのだ・・・この女共は揃いも揃って、正真正銘の

化け物ばかりだと。



　『轟雷ちゃん、容疑者の進路予測、銃口そのままでカウント５後に距離２４７。』

　「了解。どんどん座標送ってね、ステラ。」

　『カウント開始、５・・・４・・・３・・・２・・・ひと・・・今！！』

　轟雷のマナ・ビームスナイパーライフルが、情け容赦なく正確にラキウスに襲い掛かる。

　放たれた緑色のエネルギー弾が、ラキウスが乗っているバイクの後輪を貫いた。

　慌てて地面を転がって衝撃を殺し、体勢を立て直したラキウスの背後で、轟雷に狙撃されたバイ

クが壁に激突して大破してしまった。

　『轟雷ちゃんはそのまま指示通りに狙撃を続けて、容疑者をポイント２８６まで追い込んで。』

　「了解。」

　『迅雷ちゃんはその場で待機。轟雷ちゃんに容疑者をそっちに誘導して貰うから。』

　「おっけー。」

　続けて放たれた自分への狙撃を、何とか辛うじて避け続けるラキウス。

　いや・・・避けさせてられている・・・と言うべきか。自分が巧みに誘導させられている事をラキウス

は敏感に感じ取っていた。

　自分の進路を完全に予測され、その上で巧みに妨害されている・・・そして立て続けに立ちはだ

かるアーキテクトたちやアイラ隊の少女たち。

　しかも周辺の一般市民に絶対に被害を出さないように、自分をわざと泳がせておきながら、徐々

に人気の少ない場所に誘導されている。

　それはつまり・・・アーキテクトたちに指示を出しているスティレットに、それだけの余裕があるとい

う事を意味しているのだ。

　「・・・やっほー。また会ったね。」

　「くそが、一体誰がこいつらのオペレーターを務めてやがるんだぁっ！？」

　こいつらも化け物だが、こいつらに指示を出しているオペレーターも相当な化け物だと・・・ラキウ

スはそれを実感させられていた。

　ラキウスを将棋やチェスで言う所のキングに見立て、駒を巧みに動かして的確に詰ませ、徐々に

身動きが取れない状況に陥れつつある。

　必死に逃げるラキウスを、迅雷は何故かゆっくりと歩きながら追いかけて来る。そして襲い掛かる

轟雷の狙撃。

　その狙撃も本気でラキウスに当てに来ていない。立ち止まっていれば当たってしまう、だけど逃

げ続けていれば当たらない・・・そんな絶妙なポイントへの狙撃を繰り返しているのだ。これも全て

周辺地域に絶対に被害を出さないようにする為なのだろう。　

　そうこうしている内に、いつの間にかラキウスは、完全に城下町の端っこの路地裏にまで追い込

まれてしまっていた。

　住民を人質に取ろうにも、周囲に全く人がいない・・・それを待っていたかのように、轟雷の狙撃

が今度こそ本気でラキウスに襲い掛かった。

　慌ててそれをビームシールドで防ぐラキウスだったが、そんなラキウスの肩を背後からポン、と叩

くアーキテクトの姿が。

　「よう。」

　「この・・・化け物共があああああああああああああああああああっ！！」



　右手でハンドガンを取り出したラキウスだったが、それさえも轟雷に狙撃されてしまい、そこへ颯

爽と現れたアリューシャがラキウスの右手首を掴んで、ラキウスの身体を空中で一回転させて地面

に叩き付ける。

　受け身も取れずにうずくまるラキウスをアーキテクトが情け容赦なく拘束し、立て続けに現れたア

イラ隊の少女たちが次々とマナ・ビームマシンガンの銃口を向けてきたのだった。

　アーキテクトたちと違いフレームアームこそ纏っていないが、このアイラ隊の少女たちも相当な強

者揃いだ。ラキウスは実際にアリューシャに叩きのめされて、それを実感させられていた。

　

　「・・・は、ははは・・・まさかこの俺が・・・てめぇらみてぇなガキ共に・・・ここまで追い込まれるとは

な・・・！！」

　「ガキだガキだって私たちを侮って貰っちゃ困るんだよね～。私たちはアイラ隊長率いる、コーネ

リア共和国軍のフレームアームズ・ガール部隊（予定）なんだから。」

　「だがな、俺はプロだ。俺を捕まえた所で依頼主の秘密は死んでもバラさねえ。誘導尋問も拷問

も無駄だぜ。それに耐える為の訓練だって受けてるんだからな。」

　勝ち誇るアリューシャに対してさらに勝ち誇るラキウスだったが、そこへスティレットからアイラに通

信が送られてきた。

　「どうした、ステラ？」

　『アイラさん、今回の事件の黒幕を捕らえたとシオンさんから報告がありました。その人にシオンさ

んたちを襲わせ内乱を企てたのは、ダラン・ギリバス大臣だそうです。』

　「あいよ。あんたの的確なナビのお陰で、こっちも随分と楽に仕事が出来たよ。ステラ。」

　

　通信を切ったアイラを見たラキウスは、一瞬驚いた表情を見せたのだが・・・やがて含み笑いをし

出したと思ったら、狂ったように高笑いしたのだった。

　一体何事なのかと、全然意味が分からないアーキテクトたちだったのだが・・・

　「・・・おい女。今お前に通信を送った奴の事をステラと言ったか！？そいつはもしかしてスティ

レット・リーズヴェルト少尉の事かよ！？」

　「そうだよ。それが一体どうしたって言うんだい？」

　「そうかよ、あいつが俺をここまで追い詰めたのかよ！？これが運命だとしたら、こんな皮肉が

あってたまるかってんだよ！！これも神様が俺に下した天罰って奴なのかもなあ！！」

　「・・・あんた、一体何を言っているんだ・・・！？」

　訳が分からないと言った表情のアイラだったのだが、突然ラキウスはアイラに予想外の事を言い

出した。

　「・・・女。さっきのガキともう一度通信を繋げ。奴に話しておきたい事があってな。」

　「何・・・！？」

　「いいから繋げ。今更抵抗なんかしねえからよ。」

　

　戸惑いながらもアイラは、言われた通りスティレットともう一度通信を繋いだ。

　アイラの腕時計型の通信機から、スティレットのホログラムが映し出されたのだが・・・。

　「スティレット・リーズヴェルト少尉！！まさかこの俺をここまで追い込んだのが、てめぇだったとは

なぁ！！こんな運命のいたずらがあってたまるかってんだよ！！なぁ！？」

　『・・・あの・・・貴方、一体何を訳の分からない事を・・・』



　「いいから耳かっぽじってよく聞きやがれ！！５年前にてめぇが住んでいたゼピック村を、暴走し

た帝国軍のヴンダーガストが焼き払った事件なんだがなあ！！」

　次の瞬間ラキウスは狂喜乱舞の笑顔で、スティレットにとんでもない事を白状したのだった。

　「そのヴンダーガストを暴走させたのは、他でもないこの俺だぁ！！」

　『・・・っ！？』

　

　全く予想もしていなかったラキウスのとんでもない言葉に、スティレットは驚愕の表情になる。

　そして身体を震わせながら怒りの形相で、スティレットはモニター越しにラキウスを睨み付けたの

だった。

　

　「そうそう、てめぇのその顔が見たかったんだよ！！ぎゃははははははは！！」

　『・・・どうして・・・どうして貴方は、そんな事を！？』

　「その方が面白ぇからに決まってるだろうが！！ルクセリオ公国騎士団が威力偵察に来てたって

聞いたからよ、奴らと帝国軍をゼピック村でドンパチさせたら面白ぇと思って暴走させたんだ

よ！！」

　『面白いから！？そんな理由で貴方は、村の皆を！？』

　そんな下らない理由で、ラキウスはゼピック村を戦火に巻き込み、そしてスティレットの両親や親

友、村の皆が皆殺しにされたと言うのか。

　あまりにも理不尽な、そして身勝手なラキウスの言葉に、スティレットは怒りが収まらなかった。

　「大体てめぇらはよぉ、周りが戦争やってる最中に、てめぇらだけ関係無さそうに平和そうに幸せ

そうな顔しやがって！！俺はそれが最初から気に入らなかったんだ！！だからヴンダーガストで

村を焼いてやったんだよ！！ひゃはははははははは！！」

　『貴方のせいで・・・貴方のせいで、私のパパとママが・・・アスナちゃんとアスカちゃんが！！』

　「あの時、依頼主からお前を殺せって依頼が来た時は、正直心が震えたぜ！！こんな運命のい

たずらがあっていいのかってよぉ！！そして俺は今こうして、お前がナビゲートした兵隊共に追い

詰められてるって訳だ！！ぎゃはははははは・・・がっ！？」

　高笑いするラキウスの脳天に、アーキテクトがマナ・ビームハンドガンを撃ち込んだのだった。

　汚物を見るような瞳で、アーキテクトは絶命したラキウスを見下している。

　「・・・貴様のような戦闘中毒者に、これ以上ステラの心を傷付けさせる訳にはいかん。」

　『アキトさん・・・。』

　「作戦終了。これより帰還する・・・お前もよく頑張ったな、ステラ。」

　『・・・はい。』

　涙を流すスティレットを、駆けつけたシオンが背後から優しく抱き締める映像を、アーキテクトは神

妙な表情で見つめていたのだった。

　こうして今回、世界中を震撼させたシオンたちの抹殺未遂事件、そしてコーネリア共和国内での

内乱は、首謀者のダランが逮捕された事で一応の決着を見せた。

　それを受けてエミリアは、その日の午後３時に改めてシオンたちと共に記者会見を開き・・・今回

の内乱の詳細について記者たちに説明したのだった。

　ダランが秘密裏にグランザム帝国と同盟を結ぼうとしていた事、その障害となるであろうシオンた



ちを抹殺し、その責任をエミリアに押し付ける事で王妃の座から落とす事を企てていた事を。

　それもこれも全て、エミリアが掲げる絶対中立、差別根絶の掟が間違っているからだと・・・グラン

ザム帝国との同盟こそがコーネリア共和国を守る為の唯一の道なのだという、ダランのこの国の未

来を憂うが故の信念からなのだと。

　だがそれでもダランは絶対中立、差別根絶というコーネリア共和国の絶対の掟を破り、何の罪も

ないシオンたちまで身勝手な理由で殺そうとした。

　それを受けてエミリアはダランを懲戒解雇とし、大臣としての一切の権限を剥奪。同時に国外へ

の追放処分にすると発表。同行する事を望んだ家族と共に、彼はコーネリア共和国を追われる事

となった。

　同時にエミリアは今後も絶対中立、差別根絶の掟を覆す事は無い、他国から掛けられている圧

力にも絶対に屈するつもりは無い事を高々と宣言。

　シオンたちのように掟を受け入れてくれる者は、例え誰だろうと亡命者として歓迎するが、ダラン

のように受け入られない者は、情け容赦なく国外に追放する厳しい姿勢を改めて見せつけた。

　

　そしてラキウスを射殺したアーキテクトの対応に関しても、記者たちから彼女に次々と厳しい意見

をぶつけられる事になった。

　何も殺す必要は無かったのではないか、拘束して国際裁判にかけるべきだったのではないかと

の記者たちの厳しい追及に対して、アーキテクトはラキウスに全てを奪われたスティレットの心情、

そしてラキウスの残虐さから考えれば、射殺という対応は決して間違ってはいなかったと真っ向か

ら反論。それに反発する記者たちと激論を繰り広げる事になる。

　シオンもまた、今後もスティレットたちと共にコーネリア共和国に留まる意志は変わらない事を、記

者たちに高々と宣言した。

　絶対中立、差別根絶を掲げるコーネリア共和国でなければ、居場所を失ったスティレットたちを

到底守れないのだと。例え裏切り者だと罵られようが、そんな物は全て覚悟の上だと。

　そしてマテリアがバンパイアだからというだけでダランに罵声を浴びせられた事を受け、マテリア

にだって生きる権利があるんだと、バンパイアである前に１人の女の子なんだと、そんなマテリアの

事も僕たちが守ってみせると、シオンは記者たちに熱く語ったのだった。

　そんなシオンの横顔を、マテリアが羨望の眼差しで見つめていたのだった・・・。

６．求愛するマテリア

　白熱した記者会見を何とか終わらせたシオンは、ようやく緊張の糸から解放され・・・なかった。

　今度はコーネリア共和国の各テレビ局からの番組出演依頼が殺到したり、何故か国民たちの前

で演説をする羽目になってしまったり、なんかコーネリア共和国軍の兵士たちからも羨望も眼差し

で見られたりと、色々とバタバタさせられる羽目になってしまったのである。

　そして遅めの夕食後に自分とスティレットの部屋に戻り、ようやくスティレットとの２人きりの、静か

で穏やかな時間を取り戻・・・せなかった。

　シオンはルクセリオ公国から送られてきた、自分のアパートの部屋の荷物を整理していたのだが、

その際に部屋に突撃してきた轟雷と迅雷に、ノートパソコンの中身を色々と見られてしまったのが

まずかった。

　そのノートパソコンの色々とアレな動画やら画像やらゲームやらを見せつけられたスティレットは、



その純真無垢さ故にすっかり泣き出してしまい、私ならシオンさんに色々としてあげるのに！！と

か涙目で騒ぎ出し・・・その騒ぎを聞きつけ駆けつけてきたアーキテクトに、この軟弱者が～！！な

どと、何故か色々と説教される羽目になってしまったのである。

　結局アーキテクトたちから解放されて、スティレットとの２人きりの静かで穏やかな時間を取り戻し

たのは、すっかり夜遅くになってしまい・・・色々と疲れ切ってしまったシオンはダブルベッドの布団

の中で、スティレットの温もりと優しさに包まれながら、すぐに深い眠りへと落ちていったのだった。

　そして清々しい朝日に包まれた、翌日の朝・・・カーテンから漏れる朝日の光に当てられて、シオ

ンは静かに目を覚ました。

　シオンの隣ではスティレットがシオンの身体を抱き締めがら、穏やかな表情で眠りについている。

　洗脳の影響で精神的にとても不安定な状況にあるスティレットの心に、ラキウスの一件でまた余

計な負担がかかってしまうのではないかと危惧していたシオンだったのだが、精神安定剤が効い

ているからなのか、それともアーキテクトがラキウスを即座に射殺してくれたからなのか、昨日まで

の様子を見た限りでは大丈夫そうだった。

　そんなスティレットの頬を、右手で優しく撫でようとしたシオンだったのだが。

　「・・・ん？」

　フニフニ、フニフニ。

　いつの間にかシオンの右手に、なんか柔らかくて温かい物が当てられていた。

　何だろう。この右手にすっかり吸い付くような、右手の形状にすっかり馴染むというか、とても触っ

ていて気持ちいいと・・・いつまでも触っていたいとさえ思えるような、この感触は一体何なのか。

　ふと気になって、シオンが右手の方を見た瞬間。

　「のほおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお（汗）！？」

　物凄いヘタレな表情で、慌ててシオンはベッドから飛び起きたのだった。

　シオンの隣にいたのは、シオンの右手をしっかりと両手で優しく包み込み、その右手を衣服をは

だけさせた自分の豊満な左胸に当てながら、シオンの隣で横になっているマテリアの姿だった。

　そのマテリアの柔らかくて優しい胸の感触が、ダイレクトにシオンの右手に伝わってくる。

　とても慈愛に満ちた笑顔でマテリアはベッドから起き上がり、シオンの事をじっ・・・と見つめてい

たのだが。

　「あ、おはようございます。シオンさん。」

　「ママママママママママテリア、いいいいいいいい一体、僕に何をしているんだ（泣）！？」

　「見ての通り、シオンさんに私の胸を触らせているんです・・・私の胸は確かにステラちゃんに比

べると、物足りないかもしれませんが・・・それでもこれはこれで趣があるとは思いませんか？」

　「いやいやいやいやいやいや、そういう事じゃなくて！！て言うか一体いつの間に僕とステラの

布団の中に入り込んでいたんだ（泣）！？」

　「はい。１時間くらい、ずっとこうしてました。」

　「１時間～～～～～～～～（泣）！？」

　フニフニ、フニフニ。

　「単刀直入に言わせて頂きますね？私、シオンさんの事が好きです。」

　「はああああああああああああああああああああ（泣）！？」

　



　フニフニ、フニフニ。

　「シオンさんはこう仰いました。私がバンパイアである以前に１人の女の子なんだと。私の事を

守ってみせると・・・そのお言葉に私はとても強い感銘を受けたんです。」

　「うん、確かにそう言ったけどね！？言ったけれども（泣）！！」

　「そんな事を仰って下さった殿方は、これまでシオンさんが初めてでした・・・ちなみに女性ではス

テラちゃんが初めてでした。」

　「いやいやいやいやいや、君も知ってると思うけど、僕にはステラという恋人が・・・（泣）！！」

　「分かっています。正妻はあくまでもステラちゃんです。私は側室でいいんです。」

　「そそそそそそ側室～～～～～～～（泣）！？」

　一体マテリアが何を言っているのか、全然意味が分からないシオンだったのだが。

　相変わらずマテリアは自分の胸にシオンの右手をフニフニと当てながら、とても慈愛に満ちた笑

顔をシオンに見せ続けている。

　だが次の瞬間マテリアはシオンも知らなかった、とんでもない事を言い出したのだった。

　「どうやらシオンさんも御存知では無かったようですね。コーネリア共和国ではエミリア様主導の

下、一夫多妻制が認められているんですよ？」

　「何やってんのエミリア様～～～～～～～（泣）！！」

　「私はステラちゃんから正妻の座を奪おうなんて、これっぽっちも考えていません！！私はあくま

でも側室でいいんです！！シオンさんがステラちゃんに向けていらっしゃる愛情を、ほんの少しで

もいいから私にも分けて下されば・・・！！」

　その騒ぎで目を覚ましてしまったのか、パジャマ姿のスティレットが目をこすりながら、ベッドから

身体を起こしたのだった。

　「おはようございます。ステラちゃん。」

　「おはようマテリアちゃん・・・ふあぁぁぁぁぁぁ・・・」　

　大きなあくびをしながら、スティレットは自分に慈愛の笑顔を見せているマテリアを、寝ぼけながら

ぼーーーーーっと見つめていたのだが・・・。

　

　「・・・ふぇ？」

　なんかもう、完全に引きつった笑顔を自分に見せているシオン、そのシオンの右手を自分の左胸

に当てているマテリアの姿を目の当たりにさせられたスティレットは、すっかり完全に目を覚まして

しまったのだった。

　「・・・ふええええええええええええええええええええ！？」

　「や・・やあステラ・・・（泣）。」

　「シオンさん、マテリアちゃんに何やってんですかああああああああああああっ！？」

　「あ、いや、これはその・・・（泣）。」

　

　もう何度も繰り返しになってしまって本当に申し訳無いが、ヴィクターが施した洗脳による影響で、

今のスティレットは精神的にとってもすっごく不安定な状態にあるわけで。

　「のほおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ（激怒）！！」



　「あ、ちょっとステラ、ど、どこでそんなテクを！？ちょっと、やめ、あ、あああ、アッー（泣）！！」

　

　そんなスティレットとシオンの微笑ましい光景を、マテリアは慈愛に満ちた笑顔で見つめていたの

だった。

７．新皇帝シュナイダー

　「これ以上ルクセリオ公国との戦争を継続するのは、我が国の利益になるとは到底思えん！！」

　「だがしかし、むざむざと奴らに降伏してしまえば、この国は一体どうなるのか・・・！！」

　「しかし我々が秘密裏に開発していた新型フレームアームのフェルズヴェルグも、完成間近という

所で奴らに鹵獲されてしまったのですぞ！？」

　「我々にはまだ完成したばかりの量産機のゼルフィカールがある！！」

　「あれは使い手はまだ見つかっていないだろう！？どれだけ高性能だろうと使い手がいなければ、

ただの鉄の塊も同然だ！！」

　「そんな物は軍の女性士官たちの中から早急に候補を探せばいい！！」

　

　コーネリア共和国で内乱騒ぎがあった一方で、ヴィクターという絶対的な統治者を失ったグラン

ザム帝国でもまた、事実上戦争に勝利したルクセリオ公国からの降伏勧告への対処に関して、今

日も朝から大臣たちが、皇帝不在のまま激論を繰り広げていたのだった。

　降伏勧告を受け入れて投降すべきだと主張する者たち、国を守る為にも降伏は絶対に許されな

いと主張する者たち・・・この両陣営の激論は両者一歩も譲らないまま、もう３日も平行線を辿り続

けていた。

　「確かにゼルフィカールの性能は、リーズヴェルト少尉たちが使っていた試作機のゼクスを上

回っているが、だからと言ってこれ以上の無駄な血を流してまで戦争を継続するのは、国民からの

強い反発を買うだけではないのかね！？」

　「奴らはシオン・アルザード中尉という絶対的なエースを失ったのだ！！リーズヴェルト少尉たち

を失った我々も確かに痛いが、それでも未だゼルフィカールという切り札を有している我々の優位

は変わらない！！ここは戦争継続の意思をジークハルトに見せつけるべきだ！！」

　「そうだそうだ！！降伏勧告の回答期限を待つまでもない！！逆にこちらから奴らの領土に攻め

入るべきだ！！」

　「しかし奴らも新型パワードスーツの開発に成功したと、諜報部からの報告があるのだぞ！？そ

れに戦争継続自体が国民からの強い反感を買うのではないのか！？」

　ジークハルトがグランザム帝国側に送った降伏勧告の回答期限は、１週間。

　それまでに返答無き場合は戦争継続とみなし、我が軍は貴国に進軍を開始する・・・大臣たちが

手にしているタブレットの液晶画面には、ジークハルトが送った公的文書の内容がでかでかと映し

出されている。

　こんな時にヴィクターが健在なら、その強い統率力と指導力でもって、彼らをあっという間にまと

めてしまうのだろうが・・・その肝心の絶対的指導者たる皇帝がこの場にいない事もあって、大臣た

ちは意見をまとめられずに大混乱状態に陥ってしまっていた。

　このままジークハルトへの回答をどうするのかを決めかねないまま、回答期限を迎えてしまうの

か・・・大臣たちの誰もが、そんな焦りを見せていたのだが。

　「おやおやぁ？大臣の皆さん、一体何をそんなに熱くなっておられるのですかな？」



　１人のスーツ姿の青年が、颯爽と会議室に入ってきたのだった。

　そして青年の隣にいるのは、新型フレームアーム・ゼルフィカールを身に纏った１人の少女。

　２人の姿に大臣たちは、一様に驚いた様子を見せる。

　「貴方はシュナイダー殿！！それに彼女は確か士官学校を退学したはずの・・！！」

　「貴方は確か次期皇帝の座を、他のご子息の皆様と争ってる最中だったはず・・・！！」

　「選挙活動を放り出して、こんな所に来ている場合では・・・！？」

　騒ぎ立てる大臣たちを、シュナイダーが右手で軽く制して黙らせた。

　ヴィクターには７人の妻がおり、それぞれ１人ずつ子供を産ませている。

　彼はその７人の子供の１人であり、ヴィクター亡き今、新たな皇帝候補として他の６人の子供たち

と次期皇帝の座を巡り、選挙活動をしている最中のはずだったのだが・・・。

　「ああ、その事に関してはご心配なさらず。正式発表はまだですが、たった今私が新たな皇帝と

して就任する事が決まりました。」

　「何と、まだ投票日を迎えてもいないというのに！？では他の６人のご子息の皆様は、いずれも

選挙活動から降りられたと・・・！？」

　「ええ、兄上たちは皆『快く』、私に皇帝の座を譲って下さいましたよ・・・フフフ。」

　そう意味深に告げたシュナイダーは、余っていた席にどかっと腰を下ろして腕組みをしながら、

驚きを隠せない大臣たちを見据えている。

　そして次の瞬間シュナイダーは、大臣たちの誰もが予想もしなかった、とんでもない事をさらっと

口にしたのだった。

　

　「さて、これまで私がいない間、皆さんは実に下らない議論を続けていたようですが、ここではっ

きりと言っておきましょう。我々グランザム帝国はルクセリオ公国との戦争を継続します。」

　「な・・・何ですと！？」

　「いやだって、あのシオン君がいないんですよ？なら今が奴らの元に攻め入る絶好のチャンスで

はないですか。」

　「しかし皇帝陛下、我々も新型機のゼルフィカールが未だ健在とはいえ、奴らにフレズヴェルグを

鹵獲されてしまいましたし、それにこれ以上無駄な血を流すのは・・・！！」

　「そうですね。確かに無駄な血を流すのはよくありませんねぇ。だからこそ戦争というのは、もっと

スマートな勝ち方をしなければ。」

　そこまで言うからにはシュナイダーには、ルクセリオ公国との戦争に『勝てる』という、絶対的な自

信があるとでもいうのか。大臣たちの誰もがシュナイダーに対して怪訝な目を向けていた。

　それに対してシュナイダーは自信満々だと言いたげに、腕組みをしながらニヤニヤと大臣たちを

見据えていたのだが。

　「そうそう、紹介するのが遅れてしまいました。彼女はカリン・ラザフォード中尉。皆さんも見ての通

り新型機のゼルフィカール部隊の隊長として、本日付けで軍に入って貰う事になりました。」

　「馬鹿な、彼女は士官学校を中退したのですぞ！？それを卒業もしていないのに、いきなり軍に

入れるなど前代未聞ではないですかな！？」

　「カリン君は一身上の都合で中退したとはいえ、士官学校ではあのスティレット君と並ぶ成績を収

めていたのでしょう？それを放っておくなんて勿体ないじゃないですか。」

　「ですが皇帝陛下、無礼を承知で上申させて頂きますが、彼女が士官学校を辞めた経緯が経緯



ですし、それをいきなりゼルフィカール部隊の隊長にするなど、周囲の者たちがどう思うのか・・・」

　大臣の言葉でカリンは、苦虫を噛み締めたような厳しい表情になる。

　カリンはシュナイダーの言う通り、確かに士官学校ではトップの座をスティレットと争っていた。

　定職に就かずに毎日酒を飲んで家でダラダラ過ごすだけの父親、そんな父親に嫌気が差し、自

分を見捨てて新しい男を作って逃げ出した母親・・・そんな両親に失望したカリンは、１人で生きて

いく為の力が欲しいと願い、全寮制の士官学校に入学したのだ。

　だが父親がギャンブルにはまり出し、負けが込んで多額の借金を背負う事になってしまい、しか

もその借金をあろう事か父親は、娘のカリンに勝手に押し付けて姿をくらましてしまった。

　その父親が勝手に押し付けた多額の借金を返済する為に、カリンは士官学校を中退して働かざ

るを得なくなってしまったのだ。

　それだけではなくネット上では目撃者がスマホで撮影して投稿した、彼女がゴミ箱の残飯をあ

さって食べる動画や、風俗店の入り口で客引きをする動画まで流れている始末だ。

　借金にまみれながら残飯をあさる、風俗店で働く汚れた少女・・・それ故にカリンは大臣たちから、

侮蔑の目で見られているのだ。

　「・・・これはシュナイダーにも言った事なのですが、彼に改めて伝えるのも兼ねて、今から皆さん

に言っておく事があります。」

　カリンのその言葉に対して大臣たちの何人かが、怒りを顕わにしたのだが。

　「何だねラザフォード中尉！！君に発言を許可した覚えは無いぞ！？それに皇帝陛下に対して

呼び捨てとは何事か！？」

　「そんな下らない事は別にどうでもいいんですよ。私がカリン君の発言を許可しましょう。」

　シュナイダーに促されたカリンの発言によって、大臣たちの怒りがさらに膨らむ事になった。

　「私たちカリン隊１１名は全員シュナイダー直属の部下となり、彼のボディーガードを兼ねる事に

もなりました。ですが少なくとも私はシュナイダーに忠誠を誓ったつもりはありません。」

　「な・・・何だとおおおおおおおおおおおおおっ！？」

　貴様一体何のつもりだ・・・大臣たちの怒りの視線と表情が、カリンにそう告げていた。

　無理も無いだろう。軍人にとって上からの命令は絶対だ。しかもシュナイダーは皇帝という国の頂

点に立つ男なのだ。それなのに忠誠を誓っていないなどと言い出すとは。

　だがカリンもまたそんな事を気にする事もなく、何の迷いもない力強い瞳で、大臣たちを見据え

ている。

　当のシュナイダーもまた腕組みをしながら、満足そうにうんうん、と頷いたのだった。　

　「ただ単に、利害関係が一致しただけ・・・私がシュナイダーを外敵から守る見返りとして、シュナ

イダーが私の借金を肩代わりする・・・ただそれだけの事です。」

　「ええ。あの時も言いましたが、お互いＷＩＮ―ＷＩＮの関係でいきましょう。」

　「言っておきますが、私はスティレット程甘くはありません。シュナイダーに敵対する者は、例え誰

だろうと容赦なく抹殺します・・・この私の未来の為にね。」

　そのスティレットのルクセリオ公国騎士団との戦いぶりは、カリンもテレビで観戦していた。

　無闇に敵の命を奪う事を嫌い、敵の武器だけを破壊する事で命を奪わず無力化する・・・だがカ



リンは、あんな『ぬるい』戦い方をするつもりは一切無い。

　そもそもスティレットがヴィクターに無理矢理洗脳されたのだって、カリンに言わせればスティレッ

トの心の弱さと甘さが招いた事なのだ。ヴィクターが無理矢理洗脳しようとしたその時点で、スティ

レットはヴィクターと医師をその場で殺してしまえば良かったのだ。

　だが自分はスティレットとは違う。例え誰だろうと、自分に立ちはだかる者は一切合切容赦せず

殺す・・・それがシュナイダーを守る事にも繋がり、それによって父親が押し付けた借金をシュナイ

ダーが払ってくれる事にもなるのだ。

　ある意味カリンは、シュナイダーの奴隷になったような物だ。

　だがそれでも構わない。奴隷でも何でも、そんな物はどうだっていい。

　シュナイダーの奴隷になる事で、あの貧困に苦しむ地獄の日々から解放されるのであれば。

　その為ならカリンは、シュナイダーからの命令とあれば、かつて共に鍛錬を積んだ仲であるスティ

レットや轟雷、迅雷をも容赦なく殺す覚悟だ。　

　その決意と覚悟を胸に、カリンは拳をぎゅっと握りしめる。

　そんなハングリー精神溢れるカリンの姿を、シュナイダーはとても満足そうに見つめていたのだっ

た。


